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平成３０年度第２回町民懇談会第 2部話題提供用資料（永岡地区） 

１．各地区の人口推計（金ケ崎町人口ビジョンより抜粋） 

 

 

 

２．人口が減るとどうなるの？人口が減ることが問題なの？ 

 ◆人口が減ると、地域コミュニティの維持が難しくなります。 

 ◆人口が減ると、働く人が減ります。税収が減ります。 

 ◆人口が減ると、空き家が増える可能性があります。 

 ◆人口が減るというより、地域を、人を、支える人が少なくなることが問題 

 （今 18 歳の人は、2040 年に 40 歳。2060 年に 60 歳になります。） 

 （今 38 歳の人は、2040 年に 60 歳。2060 年に 80 歳になります。） 

 （今 58 歳の人は、2040 年に 80 歳。2060 年に 100 歳になります。） 

  ※自分が支えられる側になったとき、支えてくれる側の人を想像してみましょう 

25 年間で約520人減 

45 年間で約850人減 

75 歳以上が5人減。 

15～64歳が約350人減。 

75 歳以上が約170人減。15～64歳が約480人減。 
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３．人口減少対策として、町が取り組んでいること 

 金ケ崎町では、人口減少対策として次のことに取り組んでおります。 

 （１）若者が暮らしたいまちを創る 

   ・働く場の確保と起業、新規就農に対する支援 

   ・婚活に対する支援 

   ・医療費の助成 

   ・移住・定住の促進 

 

 （２）女性にとって魅力的なまちを創る 

   ・女性の働く場の創出に対する支援 

   ・子育てに対する支援 

   ・女性の起業や地域活動への取組支援 

   ・医療費の助成（再掲） 

  

（３）活力と特色のある地域を創る 

   ・地域産業の育成（農業、商業） 

   ・人口減少や高齢化等に対応した地域づくりを支援 

   ・地域全体で子育てしやすい環境の整備 

   ・移住・定住の促進（再掲） 

 

４．人口が減ったら地域は衰退してしまう？ 

 人がいなくなってからでは、大変になります。 

 衰退しないように、今から一緒に考えていきましょう。 

 人が減っても、安心して暮らすために、幸せに暮らすために、できることはあるは

ずです。（自分でできること、家族でできること、近所でできること、自治会でできる

こと、地域でできること、行政とともにできること） 

 

  

 

 


